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　SRP の目的は、徹底的な感染源の除去です。しかしそれによって知覚過敏や根面カリエスなどの偶発
症が起こるリスクが高くなることは避けたいものです。
　そうはいっても、歯石などの感染源を取り残した場合にも炎症が消失しないという問題もあり、ルー
トプレーニングのさじ加減はとても難しいです。患者さんの口腔内状態（歯列、開口度など）、歯石の沈

着状態（幅、厚み、硬さなど）によって使用する道具は変わります。また狭くて深い歯周ポケットへのアプローチには、
超音波スケーラーを用いて細めのチップでアクセスした方が到達性よく歯肉への負担が少ない場合もあります。さら
に歯石の取り残しがないかどうかを調べるには細かな探知を繰り返しながら手用スケーラーを用いて触感を大事に
SRPする必要も大いにあります。
　少なからず、手用スケーラーでの SRP の方が高度なテクニックが要求されます。どちらの方が治癒が良いかという
と大差はないといわれていますが、私自身ここにも疑問を感じています。調査はどんな条件で？どんな術者 ( 歯周治療
に携わっている人？経験年数は？どんな立場の人？ ) の技量によって結果が変わってくると思うのです。そして 20 年
臨床をしてきて思うことは、臨機応変に両方 ( 手用スケーラー、超音波スケーラー ) を極める！これに尽きます。柔軟
な考えを持ってどちらも使いこなせるスキルアップが必要不可欠だと思っています。

手用スケーラーで実際にSRPをしているところ
DH Pro. セミナーアドバンスコースで
受講生へ超音波スケーラーの使用方法を説明②
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キシリトールを使った

お菓子教室

「SRP は手用スケーラーでするべき？超音波スケーラーでするべき？」

山﨑先生によるコラムのコーナー

“100％キシリトール” を使った親子で参加できるお菓子教室を企画！レシピも公開！

ホームページは下記URLもしくは QRコード
よりご覧頂けます。

当会は医師・歯科医師の団体として、県民の皆さんへ歯とお口の健康の大切さをアピールしたいという思いから
「親子でエンジョイ♪ハービースタジアム」を毎年開催しています。当日はお菓子教室の他、親子で楽しめる
イベントが盛りだくさんです。詳細は下記ホームページをご覧下さい。

http://ok-hok-sika.sakura.
ne.jp/ha-bi-stadium/

詳しくはこちら☆


